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緒言

　体温ならびに脈搏数は,人 体の生理機能に

関する生理医学的諸元の中でも,も つとも基

本的なものであり,ひ ろく臨床医学 ・看護の

実践においても常に重要な意義をもつている.

　人体の生理機能に関す る医学的諸元の うち

白血球数1),全 血比重 ・赤血球数2)に ついて

はその個体差が証明されており,脈 搏数につ

いて斎ら3)の 報告はあるが,体 温とあわせて

その系統的な研究は今後にまつ ところが大 き

いといわなければならない.

　とくに看護の分野でも,患 者の体温および

脈搏に関する測定法の重要性4),5)が 強調され

るとともに,健 康時の体温および脈搏数につ

いて,個 人間にも,個 人内にも変動があるこ

とが経験的には考えられていた.し かし,同

一人の 長期観察にもとつ く実証的証明の裏づ

けは未だなされていなかつた.

　著者は,同 一人について,10年 の観察期間

中,毎 月1回 測定をお こなつた体温ならびに

脈搏の数値を集計解析し,上 記の点について

の基礎的な検討をこころみたので,報 告する.

研 究 方 法

　健常な成人男子12名 について,毎 月1回,

午前10時 の脈搏数ならびに体温を測定し,こ

の くりかえし測定値を10年 にわたつて集積し

解析を加えた.

第1図 各個人の測定値の分布―体温―

女子については,生 理的に周期的個体差が
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第1表 各個人の測定値の分布―体温―

第2表 体温の個人差に関する要因分析

a)全 例についての一様性の検定 b)個 人FGHIJの みについての

一様性の検定
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第2図 正規確率紙上の個人別分布―体温―

あり,男 子の場合と同一の基盤から統計的に

取扱 うことが困難であるため,本 報の対象に

はこれを含めなかつた。

　脈搏数は,橈 骨動脈についての触診法によ

る1分 間の測定値を用いた.体 温は,と くに

検定を行つた水銀体温計を用いて,腋 窩にお

いて5分 間の計測をおこなつた.

測 定 結 果

(A)体 温

　12名 の くりかえし測定値に関する度数分布

は,第1表 に示すような結果であつた.こ れ

を柱状図により,各 個人の分布の比較として

あらわしたのが第1図 であり,正 規確率紙上

にこの分布をあてはめたのが,第2図 である、

全測定値における変動について,個 人内変

動に対する個人間変動の有意性に 関して分散

分析をこころみた結果が第2表(a)で ある.

これによつて,個 体間変動の有意性をみとめ

ることができる.こ のような個体間変動は,被

検者F,G,H.1,Jの5個 体については有意

差とならない(第2表(b)).ま た各個体につ

いて,37.0℃ およびそれ以上の値が示す割合

を百分率によつてあらわすと,第1表 の該当
第3図 各個人の測定値の分布―脈搏数―
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第3表 各個人の測定値の分布―脈搏数―

第4図 正規確率紙上の個人別分布―脈搏数―
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欄に示したように,最 高17.4%に 及んでいる

例 もある.

(B)脈 搏数

　12名 のくりかし測定値に関する度数分布は,

第3表 に示すような結果である.第3図 はこれ

を柱状図により示した ものであ り,第4図 は正

規確率紙上にあらわしたものである.

　全測定値に関する変動を,個 人内変動に対

する個人間変動の有意性につ き分散分析をこ

ころみた結果が第4表 であるが,こ れによつて

各個体の示す分布は一様でないことがわかる,

第4表 脈搏数の個入差に関する要因分析

全例についての一様性の検定

考 察

　腋窩について測定された体温は,こ れを生

体内体温調節機能の 一側面として みるのが至

当であることは,す でに町野6)に よつて指摘

されているところである.

　従つて,著 者の上述の知見にもとずいて考

察すると,腋 窩温に関するくりか}し 測定値

において個体差が存在するとい うことは,正

常者にみられる体温調節機能において,何 ら

かの個体差が 存在することを 支持するものと

考え られる.

　脈搏数についてみても,循 環機能とい う観

点からこれをみるとき,広 義の調節機構にお

ける個体差の存在を推定することができる.

このような個体差に関連して,前 記の斎ら

3)の 報告に よれば,60才 以上の老人24名 に

ついて,1%以 下の危険率で脈搏数の個体差に

関して有意性がみとめられることが 報告され

てい る.し かし,そ の性差 と日差については

有意性がみ とめ られていない ことは,関 連事

項 として 生物学的に注 目されて よい ところ と

考え られ る.

　勝沼ら1)は,白 血球数の個体差に関する報

告において,時 間の経過におけるある断面に

関して,多 数人の測定値の分布あるいは平均

値などの特性値を求めた資料は豊富であるが,

同一人について 長期にわたつてくりかえし測

定した 場合の分布を 求めたものは稀であるこ

とを述べている.こ れは,体 温と脈搏数につ

いてみても同様であつて,と くにいわゆる健

常人としての 生活を続けている者について長

期にわたる観察は極めて稀である.

　横断面的な 研究方法による資料からは個人

間の変動 と個人内の変動とを区別しえないが,

ここに報告した長期間にわたる観察により,

個人間の変動を数量的に取扱い 得たものと考

えられる.結 果 として,体 温について37℃

以上の値が示す分布上の比重が無視できない

ものであることは,脈 搏数毎分90以 上の値 と

ともに,興 味ある知見と考えられる.

　このよ うな 事実について 直観的な観点から

の報告は少なくな く,ま た特定断面における

報告も多数ある.し かし同一人について10年

間継時的に追究し個人についての分布をとら

えての分析は未だ報告されて いないと考えら

れる.こ の意味から,著 者は特定個体におけ

る体温および 脈搏数の正常値の 幅について,

10年 間の継時的観察による数量的根拠を与え

得たものと考えられる.そ して,こ れは,看

護における体温および脈搏測定について,個

人間変動 と個人内変動とい う2つ の側面から

整理して考えることを 要求する根拠を支え得

たものと考え る.即 ち,1回 の測定で体温37℃

以上,脈 搏数90以 上を健常でないとみなす こ

とがあやまりであることを従来の考え方に加

えて,上 述の2側 面からの実証的根拠から示

差す るものであり,特 定個人の固有の正常値
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をとらえ うるために 体温 ・脈搏についても連

続的な記録の必須性が強調される.

総 括

　健常人として生活を 続けている成人男子12

名を対象として,10年 の観察期間中に,毎 月1

回の測定をおこなつて,体 温ならびに脈搏数

に関する個人別分布を求めた.

　各個人の測定値に関して,個 人間変動の個

人内変動に 対する有意性につき検討をおこな

つたところ,体 温 ・脈搏数のいずれについて

もそれをみ とめえた.す なわち,こ の両元に

ついて,特 定個人ごとの分布に特性があり,

それがいわゆる正常人の間にあつても,か な

り幅の 広いものであることを数量的に示し得

た.

　擱筆にあたり,本研究について終始御懇篤な御指

導・御援助を賜った公衆衛生学教室勝沼晴雄教授に

厚く感謝の意を表し,併せて衛生看護学科基礎看護

学教室員諸姉の御協力に感謝致します.
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